
 

 

 

 

 

第１７回福祉まつりを終えて 

        鴨居地区社会福祉協議会 

会長 板垣 憲明 

第17回鴨居福祉まつりが5日に開催されまし

た。今年は例年と異なり日曜日になりましたが、

皆様のご協力により盛大に開催することができ

ました。 鴨居福祉まつりは地域の皆様と交流を

深め「楽しもう！つながろう！顔の見える関係を

築こう！」をテーマに開催しています。会場は鴨

居小学校の体育館と校庭

で 41 の団体が参加し、お

弁当や食べ物の販売・パネ

ルの掲示・郷土芸能の演奏

と舞など多くの活動が披

露されました。 

鴨居地区社会福祉協議

会は昭和 63 年 4 月 1 日

に設立しましたので来年

は 30 周年を迎えます。そこでお礼の意を表すた

め参加の方々にシャープペンシルを贈りました。

また、鴨居社協のマスコット

キャラクターとして長年かわ

いがってもらってきました「ゆ

ずりん」が黒い服の男の子でし

たので、着色をするとともにか

わいい女の子を「ゆずみん」と

名付けて加えることに致しま

した。これからは二人で活動を

もり立てますのでど

うか皆さんと仲良く

してもらえると嬉し

いです。 

最後になりました

が、開催にあたりまし

ては多くの団体の協力を受けて会場の設営・運営

が滞りなく終了できましたことをお礼申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 17 回鴨居福祉まつりに参加して 

緑区福祉保健センター担当部長 豊  基信 

前夜の雨が嘘のような雲一つない秋晴れの中、

鴨居福祉まつりがにぎにぎしく開催されました。

開会式の後、鴨居小学校の皆さんによるソーラン

踊りが披露され、皆さんの手拍子に合わせて子供

たちが元気いっぱいに踊り、鴨居地区社協創立

30周年記念のおまつりのスタートを盛り上げて

くれました。 

「楽しもう！つながろう！顔の見える関係づ

くり」という今回のテーマどおり、多くの来場者

の方が、模擬店のおい

しい料理を食べたり、

手作りの竹細工の作品

を買ったり、様々な展

示を見たりして、笑顔

で楽しまれている様子

が印象的でした。校庭

はやや冷たい風が吹いていましたが、私もおいし

い豚汁をいただき、温まりました。 

体育館では恒例の川柳コンテストが行われ、私

も投票しましたが、くすっと笑えるもの、考えさ

せられるものなど素晴らしい作品ばかりで、選ぶ

のが大変でした。来年の第 18 回にも是非お邪魔

したいと思います。 
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第 17 回鴨居福祉まつりに参加して 

鴨居第八地区自治会会長 齊藤 嘉輝 

 開会前に吹いていた寒風も止み、お日様が鴨居

の福祉まつりを温かく祝福してくれているような

雲一つない晴天に恵まれ、子どもたちからお年寄

りまで笑顔があふれていました。 

 オープニングでの鴨居小児童の元気な踊りに

始まり、鴨居小卒業生も活躍している鴨居囃子

連中のほのぼのとしたおかめ踊りや獅子舞、手話

コーラス等のアトラクション。各種団体による

活動紹介、手作りの食べ物や手工芸品の販売、健

康チェックや相談、盲導犬の体験、そして家庭か

ら提供された衣類を無料で持ち帰りもできる

リユース。まさに鴨居全体が一丸となって盛り上

がっているこのまつりを見ていると、改めて「鴨

居ってすごいな！」と感じました。 

 福祉川柳はどんな方が詠まれたのかなと想像し

ながらも身につまされて、思わず苦笑いするよう

な句がいっぱい。 

 こうやって笑いを誘えるようなお年寄りが若い

方や子どもたちと楽しく過ごせるこの鴨居に住ん

でいて「幸せだなー」と実感しています。 
 

福祉まつりに参加して 

鴨居小学校 ６年 青柳 那南 

 私は、福祉まつりでおどった時に感じたことが二

つあります。 

一つ目は達成感です。初めはすごく緊張していま

した。体育大会で踊ったレッツダンスウィズヨコハ

マは地域の人に見せるのも初めてで、ソーラン節は

去年よりも良い演技がで

きるのかと不安でした。

おどりは少し固くなって

しまったけれど、終わっ

た後に「良かったよ」と

言われ、とても達成感が

ありました。 

二つ目は、地域の人とのつながりと愛です。オー

プニングセレモニーをやった時にはたくさんの地域

の人が見に来てくれました。今年も鴨居小でずっと

この福祉まつりが続いているのも、地域の人の愛が

あってこそだと感じました。 

 今年おどりをおどって、地域の人の愛に気づく

ことができました。そしてこれからも、進んで参加

しようと思います。 

 

 

 

フリーマーケットに出店して 

古屋 陽子 

 鴨居福祉まつりのフリーマーケットへの参加は、

今年で４回目となります。毎年たくさんの人でにぎ

わう様子に、ワクワクしながら参加しています。 

 私がフリーマーケットで売る物は主に、子供向け

の手作り布雑貨です。ありがたいことに毎年たくさ

んの人にお買い上げ頂いて

おり、「今年も楽しみにして

いたの。」と言って下さるリ

ピーターのお客様も多くい

らっしゃいます。 

 思い返せば４年程前、 

遠方から鴨居に越してきたばかりの頃は知り合いも

全くいなかったのですが､今ではたくさんの方が声

をかけて下さるようになりました。４年前のあの時､

思い切ってフリーマーケットに申し込んでみて、本

当に良かったなと思います。 

 時折、鴨居の町ですれ違う子どもが、私が作った

雑貨を身につけてくれているのを見かけると、とて

も幸せな気持ちになり、また来年も出店したいと意

欲を掻き立てられるのでした。 
 

ふくちゃんズ初登場！ 

鴨居地域ケアプラザ 雨宮 典子 

この度は福祉まつりにふくちゃんズ(鴨居地域ケア

プラザ職員による手話ダンス？)のステージを用意し

ていただき、誠にありがとうございました。恥ずか

しいものは見せたく

ないと直前まで練習

に励んできましたが、

いざ体育館のステー

ジに上がると、足は

ガクガク笑顔もひき

つり…。そんな拙い

私たちに大きな拍手をいただき､鴨居の皆様の優し

さを感じました。これで解散のつもりが「では、来

年は復活コンサートだね」と嬉しい言葉に、職員一

同､気を良くしているところです。 

 鴨居の会議や行事に参加して度々感じることは、

地域の明るさと温かさです。そのひとつでもある鴨

居福祉まつりで、来年もお会いできることを楽しみ

にしております。 

 

 

 

 

福祉まつり開催にあたり、以下のご寄付をいた
だきました。毎年ありがとうございます。 
・衣類リユース  ： \4,231- 
・メゾンヴェルト ： \6,150- 
・ふうせんのトラちゃん： \3,073- 

＜編集後記＞ 30 周年を迎える鴨居地区社協、今年
の福祉まつりは例年を大きく上回る方々にお越しいた
だき、充実した１日となりました。 
手話ダンス、中学生が大活躍の郷土芸能、早くも復

活が待たれるふくちゃんズなどなど、ステージでのア
トラクションも好評だったのではないでしょうか？ 
記念の 30 周年を充実させるべく、ゆずりん＆ゆず

みんともども一層頑張ります！！ 


